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昭和63年10月15日　土曜日　　　第214号継(汁-みlう)'命孝毒月1日･ 15日発行(第3種郵便物認可)

仏陀はこの世界の在り様をい
つわりなく正しく観られた｡そして､その正見によって1切の存在と事象は､変化して止むことのない無常なるものであり､確たる自性を有しない無我なるものであると明示された｡

さらに､無常であり無我であ
るが故に､すべての現象は苦そのものであるとして､〓切かいく皆苦｣を説かれた｡この一切皆苦が仏教の第三の法印といわれるものである｡

精神的主観的苦楽先の二つの法印(諸行無腎
諸法無我)は､極めて論理明快であるから､仏教を信じたり学んだりしない人々であっても､心が定まれば正しい法理であると容易に認められるであろう｡しかし､この一切皆苦という法理にはすなおにうなずけないものがあると考えられる｡

というのも､人生においては
苦ばかりではなく(･苦もあれば楽もあり､苦とも楽ともいえない状態があるからである｡

一般には衣食住に恵まれ､健
康で希望と生きがいの有る人は幸福であり､生活を楽しんでいるとされ､それらに恵まれない人は不幸であり苦しい生活をしているとみなす場合が多い｡

ところがこのような見解は､
さまざまな諸相の一面を見たにすぎないものであって､近しいものとはいえない｡なぜならば､経済的な面を初めとして､同じような状況にありながら､ある

人はその状況を幸福と感じ､ある人は不幸と感じているのが実態なのである｡そうであるから､物理的にはけっして恵まれず､他人から見ればみじめではないかと思われるような生活であっても､その当人が心から満足して人生を楽しんでいる場合も少なくないのである｡
また､不治の病におかされ､

再起のかなわぬ病床にあかながらも､人生を真剣に考え｢人として生きる｣ということの意味

くくえくぎようく

る｡それは苦苦･壊芦･行苦の三種である｡
第一の苦苦とは､肉体で感ず

る感覚的な苦痛のことである｡なぐむれたり､つねられたり､歯が痛んだり､頭や腹が痛んだりという場合の苦しみのことである｡この苦は人間ばかりにあるのではなく､痛覚神経をもっている生物ならどのようなものでも感受し得る客観的な苦痛である｡

第二に壊苦とは､ある状態が

とは異り､人間個々の主観によるものである｡他の生物にはあまり見られないものであるが､およそ我々がいう苦というものの実体は､この壊苦をさしている場合が多い｡
それは先にのべたように､同

じ状況下にあっても､人によって苦楽の思.いが違うことを見てもよく理解できる｡また､同一人物においても､ある時はその状況を苦しいと思い､ある時にはそう思わないことがあることからもうなずけるものである｡
たとえば人からの善意の忠言

や助言も､ある時にはすなおに感謝の心で受けとめるかと思うと､ある時にはその善意を受けとめられず､悪口として受けとめ､己れの怒りとして苦しむことがあるようなものである｡

仏教では､生･老･病･死の
四苦を説くが､これらも肉体的生理的な苦痛というのではなく､それらを得ることによって己れの心が苦しみ悩まされることをいっているのである｡病気ということであれば､病そのものも確かに苦痛であろうが､それにも増して苦しむのは､病によって経済的･家庭的な悩みが生ずることであり､また､己れの将来に不安をいだくことであろう｡老死もまた同様である｡

苦と解脱の境地このように壊苦は精神的なも
のであって主観によるものであるから､主観の転換によってその苦は解消されるものであることは自明である｡

第三の行苦とは､行とは現象

寂静提磐指向する｢一切皆苦｣

苦苦･壊苦･括苦BJJJ種

の世界そのものであるから､この世界そのものを苦と断定しているのである｡これは先ほどから苦や楽は個々の主観の生ぜしめるものとのべてきたが､それらを超えて提示される苦であ

l･

る｡それは､我々煩悩におおわれている衆生の得た快楽は､部分的なものであり､1時的なものにすぎず､真実ならざるものであるから､仏陀はそれらを真の楽ではなく､輪廻転生する苦の一面とみられ､一切は苦であるとして､真の寂静浬架の世界へと向うよう一切皆苦を教えられているのである｡
仏典には､『楽(快感)であ

ろうと､苦(不快感)であろうと､非苦非楽であろうとも､内的にも外的にも､感受されたものはすべて苦しみであると知る』とあるが､仏教でいう苦とは単なる不快感や苦痛のみではなく､解脱の境地に削ることのないすがたをそのまま苦と観ているのである｡
1切皆苦､それは仏陀の観ら

れた真実である｡

を正しく知って､1日1日を感謝とよろこびの心で過す人もいるのである'.
このようなことから､我々の

この世界はけっして苦のみの不幸な世界と断定されるものではなく､苦楽は人の心によって異なるきわめて精神的主観的なものと考えられる｡したがって､仏陀がさとられた一切皆苦という法理は､そのまますなおには受けとり難いものとなる｡

苦の本質にせまるそこで､仏陀がいわれる苦と
はいったい何をさすものであるかを考えなければならない｡

仏教において苦ということは
およそ三種に分けて理解され

破壊･衰亡するようなときに感じられる精神的な苦悩のことである｡これは諸行無常の法理を前提として生起するものでもある｡すなわち､己れの好ましい状態が変化して破壊されたり､欲求が満たさSなかったり､希望が失われたときなどに感じる苦悩のことである｡
しかし､この苦はある状態が

変化し破壊されることによって生じるのであるが､これは己れにとって好ましい状態がそこなわれて行く場合に苦と感ずるのであって､好ましくない状態が変化破壊される場合には､苦ではなく楽となってし患うものでもある｡
このように壊苦とは先の苦苦
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創価学会の何が
まちがっているのか
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化儀講座【94】祭り②を今回の
ように全面的に訂正します｡

◇

▽具体的な対応
｢祭り｣の具体的な対応の仕方

について述べましょう｡
最良の対応は､祭神ある｢祭り｣

には一切関わりをもたないというととに尽澄ます｡
そうした｢祭り｣に安易に近づ

く気持ち自体がも

すから､いつしかその｢祭り｣の祭神に生命は感応してゆくこととなります｡｢祭り｣の笛の音に浮かれている心に魔は便りを得ていると知るべきです｡
｢歌うだけだ｣　｢踊るだけだ｣

という人もありましょうが､その行為は祭神を誉め称え､喜ばしていることに変わりはないのですから語法以外のなにものでもありま

うすでに語法に染まりつつあるのだと警戒すべきです｡

我々の生命には｢感応の妙｣･と
いうものがあります｡これは､我々の心は接する環境や相手に染められるという法則です｡たとえば､尊敬する相手があれば､自分の心

や言動はその
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人に染められ､よく似てきます｡これは生命対生命が融合して同一化するに他なりません｡
これと同じ

で､｢祭り｣に近づく心は､｢祭り｣を好み､.欲しているわけで

｢感応の妙｣を寵慮

せん｡▽祭りへの寄附行為について
宗教的な寄附行為は

｢切してはなりません｡はっきりと自分の宗教的信念を相手に告げて丁重にお断りすべきです｡語法に寄附することは邪神を供養しているこ盆であり､いわば敵の刀を研いでやっているようなものなのです｡

▽祭りへの奉仕活動について
これも寄附と同様､お断りすべ

きでしょう｡
その｢祭り｣があたかも地域祭

のような性質であるところから､

いわば強制的に｢祭り｣への奉仕協力を求められる場合もありますが､憲法には｢信教の自由｣が保障されているのですから､勇気をもってお断りして下さい｡
そのかわりといっては何です

が､他の分野で精一杯協力させて頂くようにされたらいかがでしょう｡▽祭りへの参加
祭神のある｢祭り｣への参加は

してはなりません｡見物なども､これくらいならばと思っているうちにだんだんとエスカレートしてゆき､終には語法となってゆく場合がほとんどですのでやめておく方が賢明といえましょう｡▽地蔵盆･クリスマスなど
単なるイベントであり､宗教性

が無心れば参加してもよいでしょう｡が､礼拝や祭神を称えるような行為をさせられる場合は参加すべきではありません｡

むしろ､何故参加してはいけな
いのかを子供に教えるよい機会とされ､子供には別の楽しみを与えられるようにされたらいかがでしょうか｡▽所感

他神の｢祭り｣,を禁断すると共
に当家の祭りを盛大に致し､当家の信者も喜び､他宗の人も自然に当家に近づくよう工夫致したきものです｡
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